
 本会のハザードマップ業務の実績（平成25年～令和２年度）

・霧島市竹子小学校全児童（平成27年5月）

・枕崎市桜山小学校４～6年生（平成28年12月）

・霧島市小野小学校5年生（令和2年2月）

・霧島市小浜小学校5～6年生（令和3年2月）

小学生を対象にした防災学習年度 市町村数 池数

平成25年度 3市町 9池

平成27年度 5市町 9池

平成28年度 4市町 7池

平成29年度 10市町 20池

平成30年度 6市町 11池

令和元年度 8市町 26池

令和2年度 12市町 46池

128池合計

　決壊した場合の影響度に応じて優先度の高いため池から，ハザードマップの作成や施設の補強対

策等の取組の実施が必要。

　なお，「農業水路等長寿命化・防災減災事業」のうち，ため池の保全・避難対策として，ハザード　

マップを定額補助で作成可能。　　

　地域防災検討会を行うことで，地域住民が「災害を知る」「まちを知る」「人を知る」ことができ，

マップ作成の過程を共有することで防災に対する意識が養われます。

　今後，地域住民自らが防災を考えるきっかけづくりになると期待されます。

（霧島市小浜小学校） （姶良市）

　ため池の氾濫解析を行い，浸水想定区域図の作成を行います。

　また，ハザードマップ作成にあたり地域住民参加型の地域防災検討会を実施します。

　ハザードマップ作成では，マップを配るだけでなく地域住民を含めた防災に対する意識の向上

（地域防災力の向上）が最も重要です。地域防災検討会では，DIG(ディグ)※ 技術を活用した図面

作成，ハザードマップの読み方，減災に対する学習動画上映等を行い，地域住民に対して防災意識

の高揚を図ります。

21 22

ため池ハザードマップ の作成を支援します


